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千
三

に
、
「
二
万
四
千
五
十
円
」
を
「

万
八
千
九
百
八
十
円
」
に
、
「
千

千
五
百
九
十
円
」
に
、
「
八
千
九

」
を
「
一
万
三
千
六
百
四
十
円
」

三
百
二
十
円
」
を
「
四
万
九
千
七

十
円
」
に
、
「
五
万
八
千
百
円
」

千
九
百
五
十
円
」
を
「
九
千
二
百

」
に
、
「
三
万
六
千
二
百
九
十
円

を
「
四
万
七
千
二
百
四
十
円
」
に

円
」
を
「
千
百
十
円
」
に
、
「

を
「
六
千
五
百
九
十
円
」
に
、
「

八
百
三
十
円
」
を
「
二
万
三
千
五

百
八
十
円
」
を
「
九
千
九
百
七

万
二
百
七
十
円
」
を
「
一
万
五
百

七
千
七
百
四
十
円
」
を
「
七
千
九

円
」
に
、
「
七
千
十
円
」
を
「
七

円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「

百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表

の

百
九
十
円
」
を
「
千
七
百
四

円
」
を
「
一
万
八
千
六
百
八
十
円

千
二
百
二
十
円
」
を
「
四
千
三
百

千
三
百
八
十
円
」
を
「
三
千
四
百

円
」
を
「
八
百
五
十
円
」
に
、
「

千
二
百
五
十
円
」
を
「
一
万
三
千

に
、
「
七
千
六
百
二
十
円
」
を
「

十
円
」
に
、
「
三
千
七
百
五
十
円

一
万
六
千
百
六
十
円
」
に
、
「
一

「
三
万
九
千
七
百
五
十
円
」
を
「

「
八
百
五
十
円
」
に
、
「
三
千
五

百
四
十
円
」
に
、
「
一
万
百
五

二
万
四
千
七
百
七
十
円
」
に
、
「

八
十
円
」
を
「
千
百
十
円
」
に

百
五
十
円
」
を
「
九
千
二
百
十
円

に
、
「
三
万
百
七
十
円
」
を
「
三

百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
表

の

二

を 十」、二一百 十七百千五項十 」四八二六七」万 四百十三、」万項



平成

山
す
る

年 月 日 金曜日

こ山
山

山 口 県

七別
繰
り

（定期）報

聴
覚

「

第 号

「
五の

第
一

し
、別

口
県
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

。 の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

口
県
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

口
県
規
則
第
二
十
号

山
口
県
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金 二

職
業
能
力
開

発
校

入

学

料

入

寄
宿
舎
使
用

料

入

表
第
二
中
八
の
項
を
削
り
、
九
の

上
げ
る
。

附

則

検
査
料
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項

障
害
者
支
援

施
設

障
害
者
支
援

施
設
使
用
料

」
に

授

業

料

四納とと

万
九
千
八
百
四
十
円
」
に
、
「

項
中
「
六
千
四
百
円
」
を
「
六
千

の
九
の
表
中
「
四
百
四
十
円
」

別
表
第
一
中
十
の
表
を
九
の
表
と

表
第
二
の
一
の
項
中
「
新
生
児
管

規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
口
県

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ

山
口
県
知

貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

十
二
日
ま
で
と
す
る
。

学
し
た
日
の
属
す
る
月
の
二
十
二
日

舎
の
許
可
の
日
か
ら
二
十
二
日
以
内

項
を
八
の
項
と
し
、
十
の
項
か

中
「
知
的
障
害
者

援
護
施
設

知
的
障
害

援
護
施
設

用
料

改
め
、
同
表
七
の
項
を
次
の
よ
う

月
一
日
以
後
六
月
ご
と
に
区
分
し
た

す
る
こ
と
と
し
、
各
期
間
の
始
め
か

す
る
。
た
だ
し
、
事
情
に
よ
り
月
割

が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
場
合
に

四
千
四
百
六
十
円

」
を
「

四
千
五

五
百
九
十
円
」
に
改
め
、
別
表

を
「
六
百
二
十
円
」
に
改
め
、
同

し
、
十
一
の
表
を
十
の
表
と
す

理
料
」
を
「
妊
産
婦
健
康
診
査

規
則
第
七
十
三
号
）
は
、
廃
止

に
公
布
す
る
。

事

二

井

関

成

ま
で

ら
十
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

者使

」
を

に
改
め
る
。

各
期
間
ご
と
に
分

ら
二
十
二
日
以
内

額
を
分
納
す
る
こ

あ
つ
て
は
、
毎
月

百
九
十
円

」
に
改
め
、
同
表

第
一
の
八
の
表
を
削
り
、
別
表

表
を
別
表
第
一
の
八
の
表
と

る
。

料
、
新
生
児
管
理
料
、
新
生
児

う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、

第
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

山
口
県
規
則
第
二
十
二
号

山
口
県
立
職
業
能
力
開

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校

す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十

（
経
過
措
置
）

２

廃
止
前
の
山
口
県
障
害
者

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
口
県
障
害
者
住
宅
整
備
資

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

山
口
県
規
則
第
二
十
一
号

山
口
県
障
害
者
住
宅
整

山
口
県
障
害
者
住
宅
整
備
資

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十

（
経
過
措
置
）

２

廃
止
前
の
山
口
県
高
齢
者

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

七
日

山
口

発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規

一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

住
宅
整
備
資
金
貸
付
規
則
の
規
定

金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を

七
日

山
口

備
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規

金
貸
付
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
山

一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

住
宅
整
備
資
金
貸
付
規
則
の
規
定

三

条
を
第
九
条
と
す
る
。

こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

則則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

に
基
づ
く
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

則口
県
規
則
第
三
十
四
号
）
は
、
廃

に
基
づ
く
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、

よ な 止 な



平

第
は
こ

成 年 月 日 金曜日

山
知

年
山

山 口

山
改
正第

円
」こ

（定期）県 報

山
山

第 号

第
（
除

第
八が一二こ

二
条
中
「
収
益
事
業
（
」
の
下
に

れ
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
事
業
を

告

口
県
告
示
第
百
三
十
一
号

事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
等

口
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号
）
の

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則
（
昭
和

す
る
。

二
条
の
表
中
「
五
百
五
十
円
」

を
「
六
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則
の
一
部

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

口
県
規
則
第
二
十
三
号

山
口
県
家
畜
精
液
譲
渡
規
則
の

七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る

籍
）

条

校
長
は
、
訓
練
生
が
次
の
各

で
き
る
。

正
当
な
理
由
が
な
く
て
授
業
料

死
亡
し
、
又
は
行
方
不
明
に
な

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

「
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る

除
く
。
」
を
加
え
、
同
条
第
二

示

の
行
う
こ
と
の
で
き
る
収
益
事

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

山
口
県
知

四
十
一
年
山
口
県
規
則
第
四
十

を
「
八
百
円
」
に
、
「
千
円
」
を

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

山
口
県
知

一
部
を
改
正
す
る
規
則

。号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

を
滞
納
し
、
督
促
を
受
け
て
も

つ
た
と
き
。

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
の
教
育
の
一
部
と
し
て
又

号
中
「
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

業
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
二

。事

二

井

関

成

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

「
千
二
百
円
」
に
、
「
四
百

布
す
る
。

事

二

井

関

成

き
は
、
こ
れ
を
除
籍
す
る
こ
と

納
入
し
な
い
と
き
。

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
一

場
に
分
類
さ
れ
る
も
の
及

十
五

教
育
、
学
習
支

十
六

医
療
、
福
祉
に

十
七

複
合
サ
ー
ビ
ス

十
八

サ
ー
ビ
ス
業
（

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
中
「
前
三
条
」
を
「

附

則

同
六
七
五

保
険
サ
ー
ビ

十
一

不
動
産
業
、
物

業
、
土
地
売
買
業
に
分
類

十
二

学
術
研
究
、
専

十
三

宿
泊
業
、
飲
食

小
分
類
番
号
七
六
五

酒

ラ
ブ
に
分
類
さ
れ
る
も
の

十
四

生
活
関
連
サ
ー

四

建
設
業
に
分
類
さ

五

製
造
業
に
分
類
さ

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
も

六

電
気
・
ガ
ス
・
熱

七

情
報
通
信
業
に
分

八

運
輸
業
、
郵
便
業

九

卸
売
業
、
小
売
業

十

金
融
業
、
保
険
業

百
二
十
二
号
）
」
の
下
に
「
第

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

自
己
の
名
義
を
も
っ
て

第
三
条
中
「
平
成
五
年
総
務

に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ

一

農
業
、
林
業
に
分

二

漁
業
に
分
類
さ
れ

三

鉱
業
、
採
石
業
、

年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る

び
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
を
除
く

援
業
に
分
類
さ
れ
る
産
業

分
類
さ
れ
る
産
業

事
業
に
分
類
さ
れ
る
産
業

他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
に
分

前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四

ス
業
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
限
る

品
賃
貸
業
に
分
類
さ
れ
る
産
業

さ
れ
る
も
の
及
び
こ
れ
に
関
連
す

門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
に
分
類
さ

サ
ー
ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
る
産
業

場
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
又
は
同
七
六
六

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
を
除

ビ
ス
業
、
娯
楽
業
に
分
類
さ
れ
る

れ
る
産
業

れ
る
産
業
（
小
分
類
番
号
二
七
六

の
を
除
く
。
）

供
給
・
水
道
業
に
分
類
さ
れ
る
産

類
さ
れ
る
産
業

に
分
類
さ
れ
る
産
業

に
分
類
さ
れ
る
産
業

に
分
類
さ
れ
る
産
業
（
小
分
類
番

二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
か
ら
第

他
人
に
行
わ
せ
る
も
の

庁
告
示
第
六
十
号
」
を
「
平
成
十

う
に
改
め
る
。

類
さ
れ
る
産
業

る
産
業

砂
利
採
取
業
に
分
類
さ
れ
る
産
業

。 。
）

類
さ
れ
る
産
業

条
と
す
る
。

。
）

（
小
分
類
番
号
六
八
一

建
物
売

る
も
の
を
除
く
。
）

れ
る
産
業

（
細
分
類
番
号
七
六
二
二

料
亭

バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト

く
。
）

産
業
（
小
分
類
番
号
八
〇
六

遊

武
器
製
造
業
に
分
類
さ
れ
る
も

業号
六
七
四

保
険
媒
介
代
理
業
又

十
一
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第

九
年
総
務
省
告
示
第
六
百
十
八
号

四

買、ク戯 のは 四」

告

示



平成

備

年 月 日 金曜日

備種

山 口 県

三
種四

（定期）報

縦
覧

一二

第 号

山
瀬

づ
く当

評
価

で
の考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ

考

「
四
六

ニ
」
と
は
、
水
質
汚

第
四
十
六
号
の
有
機
化
学
工
業
製

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状

類

水

素

イ

オ

ン
（
水
素

通

常

最

四
六

ニ

二

所
在
地

周
南
市
開
成
町
四
五

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間

類

構

能

力

（

／
日
）

工
事
予年

六

ニ

五
七
平
成五

に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

氏
名
又
は
名
称

南
陽
化
成
株

住

所

東
京
都
千
代

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所

名

称

南
陽
化
成
株
式
会
社

口
県
告
示
第
百
三
十
二
号

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請

該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が

に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政

い
て
準
用
す
る
。

濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄

態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

汚

水

等

濃

度
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

／

大

通

常

最

一五

七

三
〇
番
地

隔
等

造

着
手定

月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

二
一
、

、
一
四
平
成
二
一
、

五
、
三
〇
平
成
二
一
、

六
、
六

山
口
県
知

所式
会
社

田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
〇

在
地

（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

策
課
及
び
周
南
市
環
境
生
活
部

令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

施
設
を
い
う
。

の

汚

染

）

浮

遊

物

質

量

（

／

）

大

通

常

最

大

七

二

四

使

用

の

方

法

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

事

二

井

関

成

五
番
地

）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

七
日
か
ら
同
年
四
月
十
六
日
ま

環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の

状

態

の

窒

素

（

／

）

通

常

最

大

通

三

三

値

汚
水
等

燐
（

／

）

常

最

大

通

〇
・
〇
三

〇
・
〇
三

五

の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

五
七

五
七



平成 年 月 日 金曜日

別
山

水
準
に

平
成

山 口

別
山

水
準
に

平
成

（定期）県 報

山
水

制
基

し
、

第 号

四排１

表
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六

口
県
告
示
第
百
三
十
五
号

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く

関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年
山
口

二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

表
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六

口
県
告
示
第
百
三
十
四
号

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く

関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年
山
口

二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

口
県
告
示
第
百
三
十
三
号

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く

準
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

水

口

排

水
素
イ
オ
（
水

通

常

排

水

口

七

山
口
県
知

条
」
に
改
め
る
。

り
ん
の
含
有
量
で
表
示
し
た
汚

県
告
示
第
三
百
三
十
九
号
）
の

る
。

条
」
に
改
め
る
。

窒
素
の
含
有
量
で
表
示
し
た
汚

県
告
示
第
三
百
三
十
八
号
）
の

る
。

化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し

山
口
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

行
す
る
。

山
口
県
知

出
水
の
量

出

水

の

ン
濃
度

素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

／

）

最

大

通

常

最

大

五
・
八

八
・
六

一

事

二

井

関

成

濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規
制
基

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規
制
基

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

事

二

井

関

成

汚

染

浮

遊

物

質

量

（

／

）

鉱
油

（

／

通

常

最

大

最

一

二

四

検
出

検
査
の
方
法

急
速
凝
集
反
応
法

１

搾
乳
の
用
に
供
し
、

要
が
あ
る
と
認
め
る
も

２

種
付
け
の
用
に
供
し

３

１
及
び
２
に
掲
げ
る

が
あ
る
と
認
め
る
も
の

４

搾
乳
の
用
に
供
す
る

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

一

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
病
検
査

目
的

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
病
の
発

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

別
表
中
「
第
五
条
の
二
」
を

山
口
県
告
示
第
百
三
十
六
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和

畜
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と

状

態

の

類
）

窒

素

（

／

）

大

通

常

最

大

通

せ
ず

〇
・
七

〇
・
七

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い

の、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て

牛
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い

目
的
で
県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

七
日

山
口

生
を
予
防
す
る
た
め

類
及
び
範
囲

山
口

「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

お
り
家
畜
に
つ
い
て
検
査
を
受
け

排
出
水
の

値

燐（

／

）

常

最

大

通

〇
・
〇
一

〇
・
〇
一

七
日

る
雌
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の

い
る
雄
牛

る
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必

一
日
ま
で

県
知
事

二

井

関

成

県
知
事

二

井

関

成

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

る
こ
と
を
命
ず
る
。

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

一
六
八

一
六
八

六

必要 家



平成

四

年 月 日 金曜日 山 口 県

三

（定期）報 第 号

二

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査

目
的

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
の

１

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供

２

１
に
掲
げ
る
牛
と
同
一
施
設

と
認
め
る
も
の

３

搾
乳
の
用
に
供
す
る
目
的
で

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

検
査
の
方
法

酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ

検
査
の
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
内
注
射
法

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
検
査

目
的

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
を
予
防

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

２

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は

３

１
及
び
２
に
掲
げ
る
牛
と
同

が
あ
る
と
認
め
る
も
の

４

受
精
卵
の
採
取
の
用
に
供
す

５

搾
乳
の
用
に
供
す
る
目
的
で

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

牛
の
結
核
病
検
査

目
的

牛
の
結
核
病
の
発
生
を
予
防
す

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

１

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供

状
況
等
を
把
握
す
る
た
め

す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌

内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
家
畜

県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

法
）

す
る
た
め

範
囲

供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る

一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛

る
雌
牛

県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

る
た
め

範
囲

す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌

牛防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る

ま
で

雄
牛

で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要

ま
で

牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必

検
査
の
方
法

酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ

七

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
検

目
的

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
を
予

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

馬
の
全
部
（
平
成
十
七

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

検
査
の
方
法

寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応

六

豚
コ
レ
ラ
検
査

検
査
の
方
法

１

牛
の
死
体
に
あ
っ
て

２

め
ん
羊
、
山
羊
及
び

タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
に
よ

五

馬
伝
染
性
貧
血
検
査

目
的

馬
伝
染
性
貧
血
の
発
生

区
域

区
域

山
口
県
全
域
（
萩
市
見

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

１

月
齢
又
は
推
定
月
齢

２

月
齢
又
は
推
定
月
齢

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

ラ
イ
ザ
法
）

査 防
す
る
た
め

類
及
び
範
囲

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
豚

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

類
及
び
範
囲

年
四
月
一
日
以
降
に
検
査
を
受
け

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

検
査

は
酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ

１
に
よ
る
検
査
の
反
応
が
陰
性
で

る
検
査
及
び
免
疫
組
織
化
学
的
検

を
予
防
す
る
た
め

島
を
除
く
。
）

類
及
び
範
囲

が
満
二
十
四
月
以
上
で
死
亡
し
た

が
満
十
二
月
以
上
で
死
亡
し
た
め

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

七

一
日
ま
で

た
馬
を
除
く
。
）

一
日
ま
で

法
）

な
い
牛
の
死
体
に
あ
っ
て
は
ウ
エ

査 牛
の
死
体

ん
羊
又
は
山
羊
の
死
体

一
日
ま
で

ス



平成 年 月 日 金曜日

八

山 口 （定期）県 報 第 号

目
的

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

年
以
上
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地

そ
の
結
果
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病

れ
て
い
な
い
農
場
か
ら
移
入
し

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

検
査
の
方
法

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
法

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

れ
ぞ
れ
無
作
為
に
抽
出
し
て
行

（
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
検
査
で

下
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

あ
っ
て
は
三
十
五
頭
を
、
五

を
、
百
頭
以
上
二
百
頭
以
下
で

十
九
頭
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ

十
九
頭
を
、
そ
れ
ぞ
れ
無
作
為

そ
の
結
果
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病

（
そ
の
地
域
内
で
飼
育
し
て

じ
。
）
に
対
し
て
も
オ
ー
エ
ス

内
に
お
い
て
豚
等
を
飼
育
し
て

ス
キ
ー
病
の
検
査
で
あ
っ
て
、

場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
全
部
を

十
二
頭
を
、
五
十
頭
以
上
九
十

二
百
頭
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
十
八

目
的

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

１

飼
育
し
て
い
る
豚
で
家
畜
防

２

繁
殖
の
用
に
供
す
る
目
的
で

３

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は

ン
ザ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

域
を
い
う
。
）
か
ら
移
入
し
た

の
抗
体
に
つ
い
て
陽
性
で
あ
る

た
も
の
を
除
く
。
）

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ザ う
も
の
を
い
う
。
）
を
実
施
し

あ
っ
て
、
農
場
で
飼
育
し
て
い

そ
の
全
部
を
、
三
十
六
頭
以
上
四

十
頭
以
上
九
十
九
頭
以
下
で
あ
る

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
五
十
一

っ
て
は
五
十
八
頭
を
、
千
頭
以

に
抽
出
し
て
行
う
も
の
を
い
う

の
野
外
抗
体
に
つ
い
て
陽
性
で

い
る
い
ず
れ
の
豚
等
（
豚
及
び

キ
ー
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し

い
る
全
て
の
農
場
に
お
い
て
毎

農
場
で
飼
育
し
て
い
る
豚
等
の

、
二
十
三
頭
以
上
四
十
九
頭
以

九
頭
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

っ
て
は
二
十
七
頭
を
、
二
百
一

頭
を
、
千
頭
以
上
で
あ
る
場
合

を
予
防
す
る
た
め

範
囲

疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と

県
外
へ
移
出
し
よ
う
と
す
る
豚

肥
育
す
る
目
的
で
県
外
か
ら
移
入も

の
又
は

検
査
を
実
施
し
、

と
認
め
ら
れ
る
豚
等
が
確
認
さ

ま
で

、
又
は
毎
年
一
回
以
上

検
査

る
豚
等
の
数
が
、
三
十
五
頭
以

十
九
頭
以
下
で
あ
る
場
合
に

場
合
に
あ
っ
て
は
四
十
五
頭

頭
を
、
二
百
一
頭
以
上
九
百
九

上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
五

。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
し
、

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
豚
等
が
一

い
の
し
し
を
い
う
。
以
下
同

て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
地
域

年
二
回
以
上

検
査
（
オ
ー
エ

数
が
、
二
十
二
頭
以
下
で
あ
る

下
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二

て
は
二
十
六
頭
を
、
百
頭
以
上

頭
以
上
九
百
九
十
九
頭
以
下
で

に
あ
っ
て
は
二
十
九
頭
を
、
そ

認
め
る
も
の

し
た
豚
（
清
浄
段
階
の
地
域

肉
眼
検
査

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

１

み
つ
ば
ち
の
全
部

２

転
飼
し
よ
う
と
す
る

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

検
査
の
方
法

あ
る
と
認
め
る
も
の

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

検
査
の
方
法

急
速
凝
集
反
応
法

十

腐
蛆
病
検
査

目
的

腐
蛆
病
の
発
生
を
予
防

び
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査
）

九

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染

目
的

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

種
卵
を
採
取
し
、
又
は

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

飼
養
し
て
い
る
鶏
で
家

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

検
査
の
方
法

血
清
抗
体
検
査
（
家
畜

類
及
び
範
囲

み
つ
ば
ち

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

す
る
た
め

症
検
査
及
び
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・

染
症
及
び
鶏
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
病

類
及
び
範
囲

採
取
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る

類
及
び
範
囲

畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

防
疫
員
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

一
日
ま
で

一
日
ま
で

ガ
リ
セ
プ
チ
カ
ム
検
査

の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

鶏
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要

と
認
め
る
も
の

一
日
ま
で

鶏
に
あ
っ
て
は
、
血
清
抗
体
検
査

八

が 及



平成

三

年 月 日 金曜日 山 口 県

二

（定期）報 第 号

山
家

畜
の

一

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
予
防
注
射

目
的

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
の
発
生
を

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

家
畜
防
疫
員
が
注
射
の
必
要
が

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

注
射
の
方
法

前
年
度
に
注
射
を
受
け
た
牛
に

前
年
度
に
注
射
を
受
け
て
い
な

注
射
の
方
法

１

牛
流
行
熱

前
年
度
に
注
射

前
年
度
に
注
射

２

イ
バ
ラ
キ
病

皮
下
一
回
注

牛
流
行
熱
・
イ
バ
ラ
キ
病
混
合
予

目
的

牛
流
行
熱
及
び
イ
バ
ラ
キ
病
の

区
域

目
的

牛
流
行
熱
及
び
イ
バ
ラ
キ
病
の

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

家
畜
防
疫
員
が
注
射
の
必
要
が

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

口
県
告
示
第
百
三
十
七
号

畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六

所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
家

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

牛
流
行
熱
予
防
注
射
及
び
イ
バ
ラ

予
防
す
る
た
め

範
囲

あ
る
と
認
め
る
牛

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

あ
っ
て
は
筋
肉
一
回
注
射

い
牛
に
あ
っ
て
は
筋
肉
二
回
注

を
受
け
た
牛
に
あ
っ
て
は
筋
肉

を
受
け
て
い
な
い
牛
に
あ
っ
て

射防
注
射

発
生
を
予
防
す
る
た
め

発
生
を
予
防
す
る
た
め

範
囲

あ
る
と
認
め
る
牛

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六

畜
に
つ
い
て
注
射
を
受
け
る
こ

山
口
県
知

キ
病
予
防
注
射

ま
で

射 一
回
注
射

は
筋
肉
二
回
注
射

ま
で

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

と
を
命
ず
る
。

事

二

井

関

成

六

豚
の
流
行
性
脳
炎
予
防
注

目
的

豚
の
流
行
性
脳
炎
の
発

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

家
畜
防
疫
員
が
注
射
の

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

注
射
の
方
法

皮
下
一
回
注
射

家
畜
防
疫
員
が
注
射
の

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

注
射
の
方
法

筋
肉
一
回
注
射

五

牛
の
炭
疽
予
防
注
射

目
的

牛
の
炭
疽
の
発
生
を
予

筋
肉
一
回
注
射

四

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
・
牛

目
的

牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
、

を
予
防
す
る
た
め

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種

家
畜
防
疫
員
が
注
射
の

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一

注
射
の
方
法

射生
を
予
防
す
る
た
め

類
及
び
範
囲

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
牛

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
牛

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

防
す
る
た
め

ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
粘
膜
病
・
牛
パ

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
及

類
及
び
範
囲

類
及
び
範
囲

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
牛

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

九

一
日
ま
で

一
日
ま
で

ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
混
合
予
防
注

び
牛
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

一
日
ま
で

射生



平

二

成 年 月 日 金曜日

二八二四まの七四二

山 口

一
一一二〇六

（定期）県 報

山
森

安
林

第 号

三
一
、
二
二
三
三
、
二
二
三
四
、

一
八
二
の
四
ま
で
、
二
一
八
三
の

六
の
二
、
二
一
八
九
の
二
か
ら

、
字
蓮
ケ
迫
二
二
〇
五
、
二
二
〇

、
二
二
〇
九
、
二
二
〇
九
の
二
か

で
、
二
二
一
〇
、
二
二
一
一
の
一

二
、
二
二
三
八
の
一
、
二
二
七
二

八
、
二
二
七
九
、
字
宮
ノ
後
二
二

、
字
小
水
第
一

二
二
一
六
、
二

九
一
七
、
二
九
一
八
の
二
、
二
九

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
秋
芳
町
別
府
字
弁
天
一
五

九
四
八
、
一
九
五
〇
、
一
九
五
三

九
四
四
の
三
、
一
九
四
六
の
一
、

一
七
六
の
三
、
二
一
九
五
、
二
一

〇
の
一
、
二
二
〇
〇
の
三
か
ら
二

の
三
ま
で
、
二
二
八
二
の
一
、
二

未
越
夏
豚
に
あ
っ
て
は
皮
下
二

口
県
告
示
第
百
三
十
八
号

林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
予
定
で

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

区
域

山
口
県
全
域

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す

期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

注
射
の
方
法

越
夏
豚
に
あ
っ
て
は
皮
下
一
回

二
二
三
七
、
二
二
三
七
の
一
、

一
か
ら
二
一
八
三
の
三
ま
で
、

二
一
八
九
の
四
ま
で
、
二
九
三
〇

六
、
二
二
〇
六
の
四
、
二
二
〇

ら
二
二
〇
九
の
四
ま
で
、
二
二

、
二
二
一
一
の
二
、
二
二
一
二

の
一
、
二
二
七
三
の
一
、
二
二

一
四
か
ら
二
二
一
八
ま
で
、
二

二
二
二
か
ら
二
二
二
四
ま
で
、

一
八
の
三
、
字
后
弁
天
二
二
二

五
五
か
ら
一
五
五
七
ま
で
、
字

、
二
九
三
二
、
字
権
現
山
一
九

一
九
四
七
、
二
一
二
三
、
二
一

九
六
の
一
、
二
一
九
六
の
二
、

二
〇
〇
の
五
ま
で
、
二
二
〇
三

九
〇
八
の
一
、
二
九
二
四
の
一

回
注
射

百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の

あ
る
。

山
口
県
知

範
囲

る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
豚

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

注
射

二
二
四
一
、
二
二
四
二
、
二
二

字
小
水
二
一
八
六
の
一
、
二
一

の
一
、
字
大
平
二
一
九
四
の

七
、
二
二
〇
八
、
二
二
〇
八
の

〇
九
の
六
か
ら
二
二
〇
九
の
八

、
二
二
一
三
の
一
、
二
二
一
三

七
四
の
一
、
二
二
七
六
、
二
二

二
二
一
、
二
二
二
二
、
二
二
二

二
二
二
六
、
二
九
一
六
の
三
、

九
、
字
釜
ケ
迫
二
二
三
〇
、
二

浴
田
一
五
八
五
、
一
五
八
七
、

四
一
の
一
、
一
九
四
四
の
一
、

二
七
、
二
一
二
八
、
字
五
反
田

二
一
九
七
、
二
一
九
八
、
二
二

、
二
二
〇
六
の
一
か
ら
二
二
〇

、
字
大
窪
二
一
八
二
の
一
か
ら

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

事

二

井

関

成

ま
で

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

山
口
県
告
示
第
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と

３

間
伐
に
係
る
森
林
は

立
木
の
伐
採
の
限
度
並

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省

市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え

字
空
田
二
三
五
八
、
二
三
六

二
、
二
三
八
三
、
二
八
九
六

九
、
二
九
八
七
の
一
一
、
二

の
四
〇
、
二
九
八
七
の
四
八

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

四
三
の
一
、
二
九
〇
二
、
二

三
七
、
二
二
四
〇
、
二
二
四

東
ノ
尾
二
二
四
四
、
二
二
四

二
五
四
、
二
二
五
五
の
一
、

の
三
、
二
二
四
九
、
二
二
五

五
六
ま
で
、
字
西
蓮
ケ
迫
二

二
六
六
、
二
九
一
九
、
二
九

山
二
三
〇
四
、
字
中
堤
迫
二

（
平
成
九
年
農
林
水
産
省
告
示
第

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三

よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

七
日

山
口

定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及

は
、
定
め
な
い
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美

す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹

略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一
、
二
九
〇
一
、
字
前
堤
迫
二
三

、
二
八
九
七
、
字
宮
ノ
后
第
二

九
八
七
の
一
三
、
二
九
八
七
の
二

か
ら
二
九
八
七
の
五
〇
ま
で

九
〇
五
、
二
九
六
八
、
字
小
水
第

二
の
一
、
二
二
四
五
、
二
二
四
五

五
の
一
、
二
二
四
五
の
二
、
二
二

字
小
水
第
三

二
二
四
六
、
二
二

一
の
一
、
二
二
五
一
の
二
、
二
九

二
五
九
の
一
、
二
二
六
〇
、
二
二

二
〇
、
字
奥
蓮
ケ
迫
二
二
六
七
、

三
一
九
、
二
四
一
〇
、
字
堤
迫
二

千
二
百
二
十
号
）
に
定
め
る
と
こ

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
知
事

二

井

関

成

び
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目

祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

種農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美

七
八
、
二
三
八
一
の
三
、
二
三

二
九
一
三
、
字
堤
ケ
迫
二
九
八
七

六
、
二
九
八
七
の
三
九
、
二
九
八

二

二
二
三
四
、
二
二
三
六
、
二

の
一
、
二
九
二
一
、
二
九
六
七
、

四
七
、
二
二
四
九
、
二
二
五
一
、

四
七
、
二
二
四
八
の
一
、
二
二
四

五
五
、
字
倉
谷
二
二
五
三
か
ら
二

六
一
、
二
二
六
三
、
二
二
六
五
、

二
二
七
〇
、
二
二
七
一
の
一
、
字

三
二
一
、
二
三
二
三
、
二
三
八
七

一
〇

ろ 保的 準祢 八の七 二字二八二二向、



平成

一

年 月 日 金曜日

山
地

り
、

な
経

及
び

た
。

山 口 県

牛

（定期）報

部
市

場
に

山
道

の
路そ

第 号

に
二

山
口
県
立
青
嶺
高
等
学
校
本
館
新

口
県
告
示
第
百
四
十
一
号

方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

山
口
県
立
青
嶺
高
等
学
校
本
館
新

営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す

当
該
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

路

線

名

野
谷
尾
津
線

岩
国
市

岩
国
市

経
済
部
農
林
水
産
課
、
萩
市
農
林

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

口
県
告
示
第
百
四
十
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

線
を
廃
止
す
る
。

の
関
係
図
面
は
、
山
口
県
土
木
建

よ
る
。

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、

山
口
県
知

築
工
事

年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十

築
工
事
の
契
約
に
係
る
一
般
競

る
資
格
（
以
下
「
経
営
規
模
等

の
審
査
の
申
請
の
時
期
、
方
法

山
口
県
知

起終

牛
野
谷
町
一
丁
目

尾
津
町
二
丁
目

水
産
部
林
政
課
、
美
祢
市
建
設

八
十
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

築
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
一

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

栽
の
方
法
及
び
樹
種
を
、
次
の

そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

事

二

井

関

成

七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要

入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）

等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め

事

二

井

関

成

点点

経
済
部
農
林
課
及
び
阿
東
町
役

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
県
道

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

と
お
り
と
す
る
。

水
産
部
森
林
整
備
課
並
び
に
宇

３

特
定
建
設
業
の
許
可

４

委
任
状

る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資

共
同
企
業
体
競
争
入
札

経
営
規
模
等
入
札
参
加

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ

１

共
同
企
業
体
協
定
書

２

総
合
評
定
値
通
知
書

２

建
設
業
法
（
昭
和
二

定
す
る
特
定
建
設
業
の

３

出
資
比
率
が
三
十
五

共
同
企
業
体
の
代
表
者

県
知
事
が
通
知
し
た
法
第

も
の
（
以
下
「
総
合
評
定

こ
と
。

共
同
企
業
体
の
代
表
者

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）

共
同
企
業
体
の
構
成
員

こ
と
。

１

建
設
工
事
等
に
係
る

示
（
平
成
十
八
年
山
口

定
に
よ
り
格
付
さ
れ
た

等
級
で
あ
る
こ
と
。

工
事
場
所

美
祢
市
大

工
事
の
概
要

構

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
通
知
書
の
写
し

格
の
審
査

参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る

資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ

ば
な
ら
な
い
。

の
写
し

の
写
し

十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法

許
可
（
建
築
工
事
業
に
係
る
も
の

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

の
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日

二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
に
規

値
」
と
い
う
。
）
の
建
築
一
式
工

以
外
の
者
の
総
合
評
定
値
の
建
築

格、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

と
す
る
。

の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件

一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入

県
告
示
第
六
百
六
十
三
号
。
以
下

一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入

嶺
町
東
分
字
山
田
地
内

造

上
四
階
建

一
一

者
は
、
告
示
四
の

に
規
定
す
る

る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と

」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
に

に
限
る
。
）
を
受
け
て
い
る
こ
と

ま
で
に
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道

定
す
る
総
合
評
定
値
の
う
ち
直
近

事
の
数
値
が
八
百
五
十
以
上
で
あ

一
式
工
事
の
数
値
が
七
百
以
上
で

も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ

札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る

「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の

の

札
参
加
資
格
が
建
築
一
式
工
事
の

延

べ

面

積

三
、
八
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル共い 規。府のるあ でる告規



平

一

成 年 月 日 金曜日

（
一次

七
年

山 口

建
よ
う表

（定期）県 報

四山

第 号

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
物
品
の
借
入
れ

〇
三
）
一
般
競
争
入
札
の
実
施

の
と
お
り
地
方
公
共
団
体
の
物
品

政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

築
主
事
の
所
管
区
域
等
に
関
す
る

に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

下
欄
中
「
及
び
岩
国
市
」
を
「
、

公

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適

平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
ま
で
に

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

三
八
三
〇
）
に
す
る
こ
と
。

口
県
告
示
第
百
四
十
二
号

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

申
請
書
等
の
提
出
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
建
築
指
導

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時

平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日
か

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の

等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続

が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
一

山
口
県
知

告
示
（
平
成
二
年
山
口
県
告
示

一
日
か
ら
施
行
す
る
。山

口
県
知

岩
国
市
及
び
長
門
市
」
に
改
め

告

合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入

発
送
す
る
。

、
山
口
県
土
木
建
築
部
建
築
指

代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る

課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

間ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
午
前
九

審
査
結
果
の
通
知
方
法

の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

事

二

井

関

成

第
三
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の

事

二

井

関

成

る
。

札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

導
課
（
電
話
〇
八
三

九
三
三

も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

者
か
ら
再
委
託
を
受
け
た

三

契
約
条
項
を
示
す
場
所

平
成
二
十
一
年
三
月
二

務
委
託
及
び
物
品
調
達
等

て
い
な
い
こ
と
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日

団
体
（
法
人
税
法
（
昭
和

む
。
）
に
一
に
掲
げ
る
物

と
。県

の
委
託
を
受
け
て
県

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時

十
六
号
）
又
は
県
が
発
注

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入

物
品
等
の
種
類
等
に
関
す

審
査
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ

物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入

消
費
税
及
び
県
税
を
滞

二

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は

地
方
自
治
法
施
行
令
（

十
七
条
の
四
第
一
項
に
規

政
令
第
百
六
十
七
条
の

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い

用
人
又
は
入
札
代
理
人
と

県
が
発
注
す
る
物
品
等

物
品
の
名
称
及
び
数
量

税
務
電
算
シ
ス
テ
ム
用

物
品
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様

使
用
期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
一

使
用
場
所

山
口
県
地
域
振
興
部
情

者
を
含
む
。
）
で
な
い
こ
と
。

十
七
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
ま
で

に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措

か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七

四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
別

品
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
物
品
を

が
実
施
す
る
情
報
化
に
関
す
る
事

一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入

期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（

す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び

札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す

る
告
示
（
平
成
二
十
一
年
山
口
県

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
類
に
つ

れ
及
び
売
払
い
の
特

の
等
級
に

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。

定
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の

し
て
使
用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入

機
器

一
式

書
に
よ
る
。

日
か
ら
平
成
二
十
六
年
六
月
三
十

報
企
画
課
電
子
計
算
機
室
及
び
山

の
間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も

置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受

日
ま
で
の
間
に
、
国
又
は
地
方
公

表
第
一
に
掲
げ
る
公
共
法
人
を

納
入
し
た
実
績
を
有
し
て
い
る

業
の
管
理
の
一
部
を
行
う
者
（
当

札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

平
成
十
九
年
山
口
県
告
示
第
三
百

に
物
品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ

る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す

告
示
第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
資

い
て
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び

格
付
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と

も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百

当
し
て
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名

者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の

れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に

日
ま
で
の
間

口
県
総
務
部
税
務
課

一
二

業け共含こ該 並五のる格に。 六競使業

公

告



平成 年 月 日 金曜日

九
き札

十

山 口 県

七八

（定期）報

六

第 号

四五

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

二
井

関
成

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し

記
名
押
印
（
署
名
を
慣
習
と
す

及
び

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

落
札
者
の
決
定
方
法

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九

定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の

者
と
す
る
。

そ
の
他

場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口

日
時

平
成
二
十
一
年
五
月
八
日
午
後

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ

提
出
場
所

山
口
県
総
務
部
税
務
課

受
領
期
限

平
成
二
十
一
年
五
月
七
日
午
後

五
月
八
日
午
後
二
時
）

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付

山
口
県
総
務
部
税
務
課
に
お
い
て

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提
出
場
所

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

言
語
及
び
通
貨

た
入
札

る
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
自
署

か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違

年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）

範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て

県
総
務
部
三
号
会
議
室

二
時

は
、
無
効
と
す
る
。

で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た

と
。

五
時
十
五
分
（
入
札
書
を
持
参

総
務
部
税
務
課

交
付
す
る
。

及
び
受
領
期
限

札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

）
の
な
い
入
札

反
し
た
入
札

第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す

す
る
場
合
は
、
平
成
二
十
一
年

該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す

り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た
金

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）

（
一
〇
四
）
一
般
競
争
入
札
の

十
一

２

納
税
証
明
書

３

一
に
掲
げ
る
物
品
又

契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

こ
の
公
告
後
に
、
当
該

を
す
る
場
合
は
、
山
口
県

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山

合
わ
せ
る
こ
と
。

日
本
語
及
び
日
本
国
通

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要入
札
参
加
資
格
の
要
件

後
五
時
十
五
分
ま
で
に
山

載
し
た
書
面
を
平
成
二
十

１

入
札
参
加
資
格
確
認

の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係

実
施

は
こ
れ
に
類
似
す
る
物
品
を
納
入

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な

会
計
管
理
局
物
品
管
理
課
に
申
請

口
県
総
務
部
税
務
課
（
電
話
〇
八

貨の
確
認
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
書

口
県
総
務
部
税
務
課
に
提
出
す
る

一
年
四
月
二
十
二
日
ま
で
に
発
送

申
請
書

一
三

手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平

る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す

し
た
実
績
に
つ
い
て
記
載
し
た
書

一
般
競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申

書
を
提
出
す
る
こ
と
。

三

九
三
三

二
二
九
三
）
に
問

類
を
平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日

こ
と
。
な
お
、
そ
の
確
認
結
果
を

す
る
。

成。 面請い 午記



平成 年 月 日 金曜日 山 口 （定期）県 報

二

第 号

一

団
体
（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十

物
品
等
の
種
類
等
に
関
す
る
告
示

審
査
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
ネ

物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び

所
得
税
又
は
法
人
税
、
消
費
税

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
に
係

け
て
い
な
い
こ
と
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平

政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と

用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使

県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
一
般
競

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時
期
及
び

十
六
号
）
又
は
県
が
発
注
す
る
物

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ

使
用
期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
四
日

使
用
場
所

山
口
県
地
域
振
興
部
情
報
企
画

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
物
品
の
借
入
れ

物
品
の
名
称
及
び
数
量

人
事
給
与
福
利
厚
生
シ
ス
テ
ム

物
品
の
特
質
等

年
法
律
第
三
十
四
号
）
別
表
第

（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告
示

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
類
に
つ
い
て

売
払
い
の
特

の
等
級
に
格
付

及
び
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

か
ら
同
年
五
月
十
二
日
ま
で
の

る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置

成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
ま

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
者
を

用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、

争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に

方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
平
成

品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物

指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者

る
。

か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十

課掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下

者
で
な
い
こ
と
。

山
口
県
知

用
機
器

一
式

一
に
掲
げ
る
公
共
法
人
を
含

第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
資
格

物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に

さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

こ
と
。

間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も

要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受

で
の
間
に
、
国
又
は
地
方
公
共

て
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競

代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使

借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業

参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並

十
九
年
山
口
県
告
示
第
三
百
五

品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ
の

に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す
る

三
日
ま
で
の
間

当
す
る
者
と
す
る
。

「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六

事

二

井

関

成

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和

き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の

七

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

八

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

入
札
参
加
資
格
の
な
い

記
名
押
印
（
署
名
を
慣

及
び

に
掲
げ
る
も

九

落
札
者
の
決
定
方
法

受
領
期
限

平
成
二
十
一
年
五
月
十

年
五
月
十
二
日
午
前
十
一

六

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及

場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

日
時

平
成
二
十
一
年
五
月
十

五

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載

提
出
場
所

山
口
県
地
域
振
興
部
情

む
。
）
に
一
に
掲
げ
る
物

と
。県

の
委
託
を
受
け
て
県

者
か
ら
再
委
託
を
受
け
た

三

契
約
条
項
を
示
す
場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

四

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書

山
口
県
地
域
振
興
部
情
報

三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四

制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も

る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

者
が
し
た
入
札

習
と
す
る
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、

の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件

一
日
午
後
五
時
十
五
分
（
入
札
書

時
）

び
日
時

山
口
県
地
域
振
興
部
情
報
企
画

二
日
午
前
十
一
時

出
場
所
及
び
受
領
期
限

は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も

す
る
こ
と
。

報
企
画
課

品
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
物
品
を

が
実
施
す
る
情
報
化
に
関
す
る
事

者
を
含
む
。
）
で
な
い
こ
と
。

山
口
県
地
域
振
興
部
情
報
企
画
課

の
交
付

企
画
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。

号
）
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基

っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を

自
署
）
の
な
い
入
札

に
違
反
し
た
入
札

を
持
参
す
る
場
合
は
、
平
成
二
十

課
研
修
室

に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

を
切
り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た

っ
た
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当

納
入
し
た
実
績
を
有
し
て
い
る

業
の
管
理
の
一
部
を
行
う
者
（
当

一
四

づ落 一 す金す こ該



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

十
一

（定期）報 第 号

札
十

契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

こ
の
公
告
後
に
、
当
該
入
札
に

を
す
る
場
合
は
、
山
口
県
会
計
管

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県

八
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

要入
札
参
加
資
格
の
要
件
の
確
認

後
五
時
十
五
分
ま
で
に
山
口
県
地

結
果
を
記
載
し
た
書
面
を
平
成
二

１

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書

２

納
税
証
明
書
（
外
国
法
人
又

し
た
同
様
の
書
類
）

３

一
に
掲
げ
る
物
品
又
は
こ
れ

者
と
す
る
。

そ
の
他

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

二
井

関
成

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

契
約
書
の
作
成
の
要
否

参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
一
般

理
局
物
品
管
理
課
に
申
請
書
を

地
域
振
興
部
情
報
企
画
課
（
電
話

に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
書
類
を

域
振
興
部
情
報
企
画
課
に
提
出

十
一
年
四
月
二
十
七
日
ま
で
に

は
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
権
限

に
類
似
す
る
物
品
を
納
入
し
た

言
語
及
び
通
貨

競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申
請

提
出
す
る
こ
と
。

〇
八
三

九
三
三

二
六
七

平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日
午

す
る
こ
と
。
な
お
、
そ
の
確
認

発
送
す
る
。

を
有
す
る
本
国
の
官
憲
が
証
明

実
績
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
面

い
（
ま
ご
い
及
び
に
し
き
ご

放
流
し
、
又
は
遺
棄
し
て
は

二
十
年
山
口
県
内
水
面
漁
場
管

三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

告
示
第
三
号
）
は
、
平
成
二
十

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

一

指
示
の
内
容

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

漁
場
管

山
口
県
内
水
面
漁
場
管
理
委

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

漁
業
法
第
六
十
七
条
第
一
項

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量

二

作
業
の
地
域

萩
市
見
島

三

作
業
の
期
間

平
成
二
十
年
十
一
月
十
日

（
一
〇
五
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
衛

た
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

い
を
い
う
。
）
を
当
該
水
域
の
外

な
ら
な
い
。

理
委
員
会
告
示
第
二
号
）
及
び
漁

指
示
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止

七
日

山
口
県
内
水
面

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、

理
委
員
会

員
会
告
示
第
一
号

律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七

指
示
す
る
。

及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定

山
口

及
び
用
地
測
量
）

か
ら
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
四

の
終
了

律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

省
中
国
四
国
防
衛
局
長
か
ら
次
の

七
日

一
五

に
持
ち
出
し
、
か
つ
、
他
の
水
域

業
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第

年
山
口
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

す
る
。

漁
場
管
理
委
員
会

会

長

石

敏

男

次
に
掲
げ
る
水
域
に
お
い
て
は
、

条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四

に
よ
る
指
示
に
関
す
る
告
示
（
平

県
知
事

二

井

関

成

日
ま
で

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
了

に 百会こ 項成 条し

漁
場
管
理
委
員
会



平
成
二

平
成
二

平

三

成 年 月 日 金曜日

一二

山 口

労
ン
デ

（定期）県 報

二

第 号

十
一
年
三
月
二
十
七
日
印
刷

十
一
年
三
月
二
十
七
日
発
行

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
八
日
以

場
所

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

事
件賃

金
引
上
げ
の
要
求
に
関
す
る

一
時
金
の
要
求
に
関
す
る
件

労
働
条
件
の
改
善
の
要
求
に
関

日
時

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平

雑

争
議
行
為
の
通
知

働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年

ン
交
通
労
働
組
合
か
ら
、
次
の
と

河
内
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び

南
若
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び

椹
野
川
水
系
に
係
る
河
川
（
一

流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ

井
関
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び

粟
野
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び

阿
武
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び

指
示
の
有
効
期
間

下
松
市
の
区
域
内
の
水
域
の
う

成
す
水
面

防
府
市
大
字
西
浦
字
沖
本
土
手

を
成
す
水
面

佐
波
川
水
系
に
係
る
河
川
（
佐

上
流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ

防
府
市
大
字
佐
野
字
開
作
一
七

水
面

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

降
本
問
題
の
解
決
に
至
る
ま
で

山
口
県
知

件す
る
件

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

報

法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七

お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通

こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

の
坂
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区

と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

ち
、
平
田
川
水
系
に
係
る
河
川

附
二
七
九
八
の
一
地
先
の
遊
水

波
川
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区

れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水

八
五
の
一
地
先
の
遊
水
池
及
び

県

庁

定
価
一
箇
月

金

知
事

の
期
間

事

二

井

関

成

で条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
サ

知
が
あ
り
ま
し
た
。

水
面

水
面

間
及
び
荒
谷
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上

水
面

水
面

水
面

及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を

池
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体

間
及
び
島
地
川
ダ
ム
堰
堤
か
ら

面こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

二
千
七
百
円
（
送
料
共
）

サ
ン
デ
ン
交
通
株
式
会
社

全
職
場

四

概
要

あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為

に
お
い
て
サ
ン
デ
ン
交
通
労
働
組

を
実
施
す
る
。

合
に
所
属
す
る
組
合
員
が
従
事
す

一
六

る

雑

報


